
○病 院 ： 医療法第２５条に基づく【定例立入検査】の際に実施
診 療 所 ： 医療法第２５条に基づく【立入検査】として実施（保健所による定例立入検査とは別に実施）

※法令違反や要件未充足などが疑われる場合及び新規登録の医療機関については、
医療法第２５条に基づく【臨時立入検査】として実施

○検 査 体 制 ： 医療監視員として、都職員、産婦人科医、麻酔科医、保健所職員が実施

○確 認 内 容 ： 「無痛分娩取扱施設のための、『無痛分娩の安全な提供体制の構築に関する提言』に基づく
自主点検表」の充足状況

１ 要件確認の実施方法

令和８年度における無痛分娩費用助成の対象医療機関に対する要件確認の実施について

※令和８年度以降は自主点検表の改訂が予定されており、改訂内容に応じて実施時期・方法を検討
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・ 改善が必要な事項
が充足されない場
合や、追加の確認
が必要と認められ
た場合には、後日、
再確認のための検
査を実施

２ 要件確認の流れ（主な確認項目）

挨拶
書類確認

ヒアリング
ラウンド 講評 結果通知 追加確認

・ 要件確認の結果
について、「結果
通知書」を送付

・ 改善が必要な項
目がある場合は、
速やかに「改善
結果報告書」の
提出を依頼

検査当日の所要時間：１～２時間程度

施設内をラウンドし、以下
の配備状況を確認

○ 蘇生設備（酸素ボンベ、
喉頭鏡、バッグバルブ
マスク等）

○ 医療機器（麻酔器、除細
動器等）

○ 救急用医薬品（アドレナ
リン、硫酸アトロピン等）

○ 母体用生体モニター
○ 救急用カート 等

以下について書類確認を行い、
内容についてヒアリング

○ 無痛分娩の説明書・同意書
○ 無痛分娩麻酔管理者、麻酔

担当医の専門医等の資格
証明書

○ 上記医師の勤怠記録
○ 無痛分娩研修の受講証
○ 無痛分娩に関する施設の

方針
○ 無痛分娩マニュアル
○ 無痛分娩看護マニュアル
○ 危機対応シミュレーションの

記録
○ ウェブサイト等での情報公開
○ 有害事象の報告書 等

※この他、自主点検表対象外である「診療録」「麻酔記録」「インシデント・アクシデントレポート（無痛分娩以外
を含む）」についても確認し、必要に応じて助言


